
26

単位

本数 20 (17) 20 (15) 20 (15)

本数 4 (4) 3 (3) 3 (3)

本数 3 (3) 3 (2) 3 (2)

本数 13 (10) 14 (10) 14 (10)

本数

千円

千円

千円

千円

千円

人

時間

千円

千円

円

人

平成 年度実績に関する施策・基本事業評価表（兼 主要な施策の成果報告書補足資料） 一般施策

基本目標名

－

－

市民意識
調査結果

－

－

－

＜施策満足度調査結果＞

23年度

0.707

－

Ｈ．人件費　（定義式　：　Ｅ／人口 ）
－

１時間あたりの平均人件費 － 4,382－ 4,399

6,886

334,085 260,675190,756

－

　同　　　上
円

Ｃ．施策に携わる正規職員数合計

市民１人あたりにおける施策の

－

健康センター

22年度実績

－

24年度 25年度 26年度 27年度

0.177 0.237

健やかで笑顔あふれるまちづくり

・健康意識が高まり、市民一人ひとりが主体的に健康づくりに取り組んでいます。
・心身ともに健康である市民が増加しています。

市民課、社会福祉課

26年度 27年度25年度

　うち基本事業①を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

　うち基本事業②を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

25年度実績 26年度実績24年度実績

健康づくりの推進

区　　　　　分 27年度実績23年度実績

25

3

施　策　名

0.691

関係課名

施策が目指
すすがた

施策の成果
向上に向けて
の住民と行政
との役割分担
や地域等へ
の期待など

0.754

・定期的に健康診査やがん検診等を受けます。
・食生活の見直しや自らできる運動習慣を身につけるなど健康づくりに努めます。
・事業所においては、健康診断の実施や労働環境の整備、メンタルヘルス対策に努めます。

7,556 7,040

44,036

効率性
指　標

基本目標№

施策Ｎｏ．

主管課名

＜施策重要度調査結果＞

23年度 24年度

－ 44,315魚津市の人口（各年度12月末時点）

　うち基本事業③を構成する事務事業の決算額小計 － －

－　うち基本事業④を構成する事務事業の決算額小計

－

－

－

　うち基本事業③を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

－

・健康づくりに関する情報提供に努めます。
・各種健診体制を充実するとともに、がん検診や健康診査、人間ドック等の助成を行ないます。
・健康づくりに関する教室や健康相談会を実施し、生活習慣病・疾病予防対策を推進します。
・健康づくりに関する組織活動を支援します。

Ａ．本施策を構成する事務事業の数

・歩こう会や料理教室、スポーツイベントなどを実施し、地域ぐるみで健康づくりに取り組みます。
・身近な地域で介護予防や認知症予防に取り組みます。

　うち基本事業④を構成する事務事業の数（うち自治事務数） －

332,758

0.266 0.222

7052

－

927 941

9,880

48

41,437

4,305 7,587

231,843

－

参考

Ⅰ．トータルコスト　（定義式　：　Ｆ／人口 ）

Ｇ．事業費　（定義式　：　Ｂ／人口 ）

－

－

－

－

109,437

217,608113,023

9,340

　うち基本事業②を構成する事務事業の決算額小計

　うち基本事業①を構成する事務事業の決算額小計

70,177

375,522

－

－Ｆ．トータルコスト　（Ｂ＋Ｅ）

8,528

41,087

円 －

1,655

7,640

43,555

－

－

－

－

－Ｄ．事務事業に要する年間総時間

5,985

4,194

施策の
トータル
コ ス ト

Ｂ．事業費　（事務事業の事業費合計）

－

－

－

　同　　　上
円

145,567

16,450

72,084

5,232

Ｅ．人件費　（Ｄ×１時間あたりの平均人件費）

108,222

（

地
域

）

そ
の
他

行
　
政

事
業
所

・
市
　
民
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生活習慣の行動変容ができることにより、市民一人ひとりの健康の保持増進が図られます。

基本事業名①

施策Ｎｏ．

0

0

0

平成26年度
担当課

社会福祉課

－

2,166,940

380,954

4,337,620

予算残額（円）

369,046

3,812

基本事業①を構成する事務事業の実績（◎：総合計画の主要事業　○：実施計画掲載事業）

施　策　名

健康センター

健康センター

予算現額（円）
№

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

6,885,514 565,1067,450,620合　　計

健康教室参加数 4,453人
3,136

61.5 59.5

健康だと感じている市民の割合（健康増進プ
ラン策定時）

一般会計

一般会計

成果指標名

平成26年度における
主な事業内容（活動内容）

22年度 23年度

【健康づくり推進事業】
・地区健康講座や生活習慣病予防を中心とした健康づくりイベント教室を開催しました。また、食生活改善推進員の
養成と育成に努めました。
・健康づくりの啓発として、昨年に引き続きミラたん健康ポイント事業を実施しました。
・「国保保健事業」を実施しました。
・第２次健康増進プラン策定のための市民意識調査を実施しました。
【地域自殺対策緊急強化事業】
・街頭キャンペーンで自殺予防グッズを配布する普及啓発に取組みました。
・ゲートキーパー養成講座、こころの健康講座を開催しました。

目標値（上段）及び実績値（下段）

4,337,620

１次評価結果

（下段：まちづくり市民意識調査）

単位 Ｈ21年度実績

－

73.0 73.5

4,460 4,470

75.0 80.0
72.9

％

4,500

26年度

－

3,536
5,000

基本事業①の目的（意図）

25

74.0

72.1

750,000一般会計 Ａ

-0

27年度
（中間目標値）

74.5

健康づくりの推進

会計名

4,480 4,500

24年度

健康意識の高揚

0

決 算 額（円）

0

％

32年度
（最終目標値）

4,490

61.3

4,598 4,003

58.6

25年度

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ①

Ａ2,363,000 196,060

73.2
72.9

地域自殺対策緊急強化事業

健康センター運営事業

健康づくり推進事業

事務事業名

0

0

0

0

0
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166,314 Ｂ

38.9 38.5 39.0 38.6 12月公表予定
特定健康診査受診率（国保）

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ②

施策Ｎｏ．

22.6

市民課

50.0

19.0 21.0 22.0 23.0 24.0
30.0

％ 39.4
40.0

基本事業②を構成する事務事業の実績（◎：総合計画の主要事業　○：実施計画掲載事業）

事務事業名

25 施　策　名 健康づくりの推進

20.4 20.8 20.5 21.9

目標値（上段）及び実績値（下段）

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
（中間目標値）

32年度
（最終目標値）

胃がん検診受診率 ％ 18.3

42.0 44.0 46.0 48.0

基本事業名② 健康診査体制の充実

基本事業②の目的（意図） 定期的に健康診査を受けることにより、生活習慣病やがん、その他の病気の早期発見をすることができます。

平成26年度における
主な事業内容（活動内容）

【健康診査事業】
・生活保護受給者の健康診査、肝炎ウイルス検診、歯周疾患検診を実施しました。
【がん対策事業】
・がん検診受診率向上モデル事業として、９月７日にがん市民公開講座を魚津市医師会、富山労災病院と共催で実
施するとともに、保健衛生推進員によるがん検診普及啓発を、ショッピングセンター等での街頭キャンペーンや地域
に応じたイベントで実施しました。
・胃・大腸・子宮・乳房検診で、特定の年齢の方に、無料クーポン券と検診手帳(受診啓発用)を配付しました。
・節目年齢の方に、検診自己負担金軽減を継続して行いました。
・特定健康診査の実施にあわせて、50～69歳の男性の希望者に、前立腺がん検診（PSA検査）を実施しました。
・特定健康診査との同時実施やがん検診時の託児を行い、受けやすい検診体制に努めました。
【特定健康診査等事業費】
・生活習慣病の予防、早期発見のために特定健康診査を実施し、健診結果から指導が必要と判定された方に特定
保健指導を行いました。

成果指標名 単位 Ｈ21年度実績

一般会計 がん対策事業 72,489,000 66,831,256 5,657,744 Ａ 健康センター

一般会計 健康診査事業 1,618,000

0

1,451,686

№ 会計名
平成26年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円） １次評価結果

国民健康保険事業特別会計 特定健康診査等事業費 55,197,000 39,938,728 15,258,272 Ａ

0

0

健康センター

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

合　　計 129,304,000 108,221,670 21,082,330

0

0
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基 本 事 業 概 要 シ ー ト ③

施策Ｎｏ． 25 施　策　名 健康づくりの推進

基本事業名③ 予防対策の推進

基本事業③の目的（意図） 生涯にわたり健康な生活を送ることができます。

平成26年度における
主な事業内容（活動内容）

【予防接種事業】
・乳幼児の予防接種では、ジフテリア、百日せき、ポリオ、麻疹、風疹、日本脳炎、ＢＣＧ、ヒブ感染症、小児肺炎球菌感染症、ヒト
パピローマウイルス感染症（子宮頚がん等）に加えて、平成26年10月から新たに水痘を定期接種として実施しました。
・ヒトパピローマウイルス感染症（子宮頚がん等）については、厚生労働省の勧告により積極的勧奨を行いませんでした。
・高齢者の予防接種では、平成26年10月から新たに高齢者肺炎球菌ワクチン接種を定期接種として実施しました。
【二次予防事業対象者把握事業】
・要支援・要介護認定を受けていない65歳以上の高齢者に郵送等による問診（基本チェックリスト）を行い、虚弱高齢者を把握し、
必要に応じて通所型介護予防や訪問による予防事業に繋げました。
【介護予防普及啓発事業】
・広報やパンフレットを活用した介護予防教室、地域における介護予防活動である「ふれあい・いきいきサロン」の支援を行い、介
護予防に関する普及啓発に努めました。
【保健衛生普及事業】
・医療費通知やジェネリック医薬品に置き換えた場合の差額通知を送付し、適正な受診意識の啓発を行いました。また、健康教
室を開催しました。

成果指標名 単位 Ｈ21年度実績

目標値（上段）及び実績値（下段）

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
（中間目標値）

32年度
（最終目標値）

健康寿命　　　男性

80.6 80.7 80.8 80.9

歳 75.8
75.9 76.0 76.1 76.2 76.3

76.2 75.9 75.9 75.7 12月公表予定

市民課

国民健康保険事業特別会計 疾病予防費 6,125,000 5,690,934 434,066 Ａ

80.8 80.9 80.4 80.3 12月公表予定
健康寿命　　　女性 歳 80.4

80.5

市民課

一般会計 魚津市在宅支援・健康プラザ（仮称）建設事業 34,617,000 26,612,213 8,004,787 Ｂ 社会福祉課

事務事業名

介護保険事業特別会計 二次予防事業対象者把握事業 9,088,000 7,978,466 1,109,534 Ｂ 社会福祉課

基本事業③を構成する事務事業の実績（◎：総合計画の主要事業　○：実施計画掲載事業）

№ 会計名
平成26年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円） １次評価結果

国民健康保険事業特別会計 保健衛生普及事業 6,688,000 5,651,866 1,036,134 Ａ

介護保険事業特別会計 介護予防普及啓発事業 7,116,000 5,978,093 1,137,907 Ｂ 社会福祉課

一般会計 狂犬病予防対策事業 671,000 642,694 28,306 Ｂ 環境安全課

介護保険事業特別会計 通所型介護予防事業 4,589,000 3,511,589 1,077,411 Ａ 社会福祉課

介護保険事業特別会計 訪問型介護予防事業 4,472,000 2,821,603 1,650,397 Ｂ 社会福祉課

一般会計 感染症予防対策事業 3,845,000 3,273,562 571,438 Ａ 健康センター

一般会計 高齢者予防接種事業 25,112,920 22,299,736 2,813,184 Ａ 健康センター

一般会計 公衆浴場衛生設備改善補助事業 1,796,000 1,796,000 0 - 環境安全課

一般会計 衛生害虫駆除事業 339,000 260,628 78,372 - 環境安全課

0

0

一般会計 訪問・通所予防事業 62,000 61,000 1,000 - 健康センター

一般会計 乳幼児予防接種事業 69,401,080 58,988,963 10,412,117 Ａ 健康センター

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

合　　計 173,922,000 145,567,347 28,354,653

0

0
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施　策　名 健康づくりの推進

部会評価
（協議結果、今
後の方針及び
課題等につい
て記載）

施策Ｎｏ． 25

２．施策の成果実績に結びついている主な取り組み（事務事業）の総括

【①健康意識の高揚】
◆「魚津市健康増進プラン」の最終評価を踏まえ、平成27年度に「第２次健康増進プラン」を策定し、健康づくりの推進を図ります。
◆市民の健康づくり事業への参加や健康診査の受診率がなかなか伸びないことから、市民の健康意識の高揚が課題です。健康づくりは楽しみな
がら取り組むことで生活習慣の一部になることが重要であり、ミラたん健康ポイント事業を継続して行います。

【②健康診査体制の充実】
◆健康診査体制の充実では、がん検診の受診率が低いことから、保健衛生推進員によるがん検診普及啓発キャンペーンを継続して実施します。
◆検診の結果、要精密検診となった方が100％受診されるよう、未受診者への受診勧奨を実施していきます。
◆特定健康診査の受診率向上（特に40代・50代）を図るために、電話による受診勧奨や対象者の把握に努めます。

【③予防対策の推進】
◆感染症の蔓延防止の為に、こどもの予防接種率が95％以上になるよう接種勧奨に努める必要があります。接種しやすい体制づくりとして、H26年
度からは、すべての予防接種を個別接種としましたが、接種忘れの無いように保護者の意識を促す取り組みが必要です。
◆生活習慣病予防としては、高血圧や糖尿病の発症予防と重症化予防対策を重点として、魚津市医師会や富山労災病院、関係機関と連携を強化
します。そして、各種教室や相談、訪問指導等あらゆる機会を通して取り組みます。
◆介護予防としては、把握された虚弱高齢者へ、要介護状態にならないための効果的な対応が望まれることから、介護予防教室、訪問指導や地
区活動などあらゆる機会をとらえて、介護予防に関する、普及啓発を積極的に行います。
◆予防に関する機能を集約することで、生涯を通じた健康づくり事業を総合的に推進するために、新たに設置する「魚津市在宅支援・健康プラザ
（仮称）」の基本計画を策定します。

一般

◆特定健診の未受診者への勧奨を強化継続するとともに、未受診理由の把握に努めること。
◆糖尿病重症化予防対策として、対象者把握に努め、個別訪問を実施し保健指導、受診勧奨を充実させるとともに、関係機関との連携を強化し一
体的に取り組むこと。
◆予防対策の推進については、乳幼児の定期予防接種の接種率が低下しないように、未接種者対策を十分に図ること。

【①健康意識の高揚】
＜健康づくり推進事業＞
◆３年目となる「ミラたん健康ポイント事業」の周知に努めました。協賛事業所は27事業所（前年：26事業所）、参加者は326人（前年：355人）と横ば
いでした。

【②健康診査体制の充実】
＜がん対策事業＞
◆魚津市医師会、富山労災病院と共催で、がん市民公開講座「知って得する！！がん検診」（276人参加）を実施し、がん検診の周知を行いまし
た。
◆がん検診の普及啓発のために保健衛生推進員によるがん検診普及キャンペーンを継続して実施しました。ショッピングセンター等での街頭キャ
ンペーンや地域に応じたがん検診普及啓発活動を実施しました。（推進員延べ110名の参加）
◆受診しやすい検診体制として、特定健診と同時実施日を３日、休日検診を４日設けました。また、子育て中の女性が受診しやすい体制として、集
団がん検診17会場すべてで託児を行いました。
＜特定健康診査等事業費＞
◆受診率向上のために、未受診者への受診勧奨のはがきを送付するとともに、コールセンターに委託し、電話による受診勧奨を行いました。

【③予防対策の推進】
＜二次予防事業対象者把握事業＞
◆従来は健康診査と同時に実施していましたが、平成25年度から生活機能評価についての問診を郵送により実施しました。平成26年度の実施者
数は7,342人（実施率67.8％）で、高齢者の状態像が概ね把握されその結果、虚弱高齢者に対する教室案内対象者や訪問対象者が増え、早期に介
護予防に関する介入ができました。

　（26年度において、施策及び基本事業の成果向上に貢献した主な事務事業の取組み内容を中心に記述）

【①健康意識の高揚】
◆健康教室参加者は、平成22年度をピークに減少傾向にあり、目標値には達していない状態です。
◆まちづくり市民意識調査では、健康だと感じている市民の割合が前年度より0.9ポイント下がり、58.6％でした。

【②健康診査体制の充実】
◆胃がん検診受診率は、数年横ばい状態でしたが、平成25年度では21.9％で上昇しました。平成26年度は、前年度より0.7ポイント上がり22.6％に
なりましたが、まだまだ、目標値には届いていない状況です。また、当市の胃がん検診受診率は、県内においても、低い状況にあります。
◆特定健康診査受診率は、なかなか伸びず39％前後と目標値より低い値で推移しています。平成25年度は38.6％であり、県内では富山市に次い
で低くなっています。

【③予防対策の推進】
◆健康寿命については、男女とも横ばい状態です。

１．施策（基本事業）の成果水準とその背景

　（成果水準が、ここ数年の間どのように推移しているか、近隣他市と比較してどうか、住民期待水準と比較してどうかなどを記述）

経営戦略会
議における施
策の課題及

び方針

26年度の
評価結果
（基本事業
の成果を

考慮し記載）

３．施策の課題認識及び取り組み状況

　（前年度末で残った課題、既に現年度で取り組んでいること、又は取り組むこととしている予定を記述）

施策の重要度

◆市民の健康意識の向上及び生活習慣病の重症化予防、介護の予防対策を推進し、健康寿命の延伸を図ります。

施策の重要度 一般
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